
一

人

万

円

の

給

付

金

10

の

支

給

が

目

前

で

す

。

６

月
８
～

日
に
、
市
か
ら
申
請

10

書
が
届
き
ま
す
。
銀
行
な
ど
の

記
号
・
口
座
番
号
を
書
き
、
免

許
証
や
保
険
証
な
ど
の
コ
ピ
ー

を
貼
っ
て
、
返
信
用
の
封
筒
で

返
送
し
ま
す
。
切
手
は
要
り
ま

せ
ん
。

日
以
降
、
順
次
、
振

17

り
込
ま
れ
る
予
定
で
す
。
ご
質

問
な
ど
が
あ
れ
ば
、
直
接
、
ま

た
は
党
市
会
議
員
団
や
最
寄
り

の
党
員
さ
ん
な
ど
を
通
じ
て
、

井
上
議
員
宛
て
、
お
気
軽
に
お

尋
ね
下
さ
い
。
専
用
電
話
で
も

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
０
５

７
０
、
０
７
４
，
４
２
８
番
へ
。

当
初
、
ア
ベ
内
閣
は
、
収
入

が
減
っ
た
世
帯
に

万
円
、
な

30

ど
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仕

組
み
が
分
か
り
に
く
く
、
ま
た

却
っ
て
不
公
平
に
な
る
場
合
も

あ
る
な
ど
国
民
か
ら
総
ス
カ

ン
。
野
党
が
求
め
て
い
た
一
人

万
円
が
実
現
し
た
も
の
で

10す
。
ホ
ッ
ト
一
息
で
す
。

４
月

日
現
在
の
住
民
票
の

27

あ
る
住
所
に
申
請
書
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
。
家
族
の
名
前
な
ど

を
確
認
し
ま
す
。
不
要
の
欄
は
、

絶
対
に
何
も
書
か
な
い
こ
と
。

市

議

会

で

は

、

本

会

議

に
続
き
予
算
委
員
会
で
も
、

井

上

議

員

が

、

コ

ロ

ナ

対

策

の

充

実

強

化

を

求

め

て

い
ま
す
。

●

質

問

＝

国

か

ら

市

へ

の

交

付

金

の

増

額

を

も

っ

と

要
求
せ
よ
。

○
答
弁
＝
頑
張
る
。

●

引

き

続

き

対

策

の

充

実

強
化
を
。

○

６

月

か

ら

７

月

に

か

け

様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
何
で
も
お
尋
ね
下
さ
い
。

て

次

の

補

正

予

算

を

組

ん

で
対
策
を
充
実
さ
せ
た
い
。

●

も

っ

と

ハ

ー

ド

ル

を

低

く

し

て

幅

広

く

支

援

を

。

※

※

５
月
の
補
正
予
算
で
は
、

検

査

の

体

制

充

実

や

医

療

機

関

へ

の

支

援

、

学

童

保

育

利

用

料

の

払

い

戻

し

、

中

小

企

業

対

策

・

文

化

奨

励

金

の

予

算

追

加

増

額

な

ど

が

実

現

し

て

い

ま

す

。
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特
別
給
付
金
、
い
よ
い
よ
実
現
へ

＝
世
論
と
野
党
の
力
が
政
治
を
動
か
す

ご
相
談
は
井
上
議
員
や
党
市
議
団
等
へ

申請書の見本です（表面）

←ここに書かれてい

る番号を控えておく

←申請日の欄の年

は西暦でもよい

←世帯主と家族の

名前等を確認する

←不要の欄は絶対に

何も書かないこと

←銀行の通帳記号番

号等を書く

←通帳のない方は一

番下の欄にチェックを（後日、個別に連絡がきます）

◎ 裏面に、世帯主の保険証など住所氏名を証明するもの、及

び、銀行などの通帳を開けたページのコピーをノリで貼る。

◎ 単身者で病院や施設入院入所中の場合、 野宿者の方、家

族の中でも世帯主からもらえないおそれのある方、等々、個

別のケースについては、井上議員宛て、お気軽に。

◎ 申請書の他、返信用の封筒や説明書が同封されています。

世論の声、野党や日本共産党の国

会 ・市会議員団 、井上議員らの要

求・追及の経過、２月以降の変化
● 無担保無保証など借りやすい仕組みの融資を

● 借りても返せない、返済無用の資金を

→ 補助金実現

● 事業補助ではなく売上げ減少自体への給付金を

→ 給付金実現

● 国にもっと責任を果たすよう声を挙げよ

→ ５／２７、政府が第２次補正予算を発表

● 国から自治体へ来る対策費（地方創生交付金）の

増額をもっと国に要求せよ

→ 当初の１兆円が３兆円に（当初の３１億円からプ

ラス約６０億円の追加が京都市へ）増額実現

● 引き続き補正予算を組んで対策と支援の拡充を

→ ６月から７月にかけて具体化したい

南民主商工会の給付金申込み勉強会

○○ 様 ←横長の封筒が届

京都市 きます。中に申請

特別定額給付金担当 書が入っています。

国
か
ら
市
へ
来
る
財
源
の
獲
得
、

引
き
続
く
補
正
予
算
な
ど
更
に
実
現
へ


